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入新井第四小学校の福祉体験授業に参加された皆さま 2025/2/13

お
社協
だよりた
お

大田区社会福祉協議会は「みんなでつくる　共につながりあう　まち」の実現に向けて、
地域の皆さまと力を合わせて大田区の地域福祉を推進する団体です。



江川さん
平成28年度修了
（市民後見人）

　からだが不自由にな
ることに不安がありま
したが、体験を通して少
しだけイメージができ
安心しました。活動に
役立てたいと思います。

　成年後見制度において、弁護士や司法書士などの専門家では
なく、養成講習を修了し、家庭裁判所によって選任された成年後
見人等のことです。同じ地域で暮らす「市民」という立場から、ご
本人に寄り添った支援をすることが期待されています。

　地域には年代や国籍、病気や障がいの有無などにかかわらず、さまざまな人が暮らしています。
その一人ひとりが、自分らしく安心して暮らせるためにはお互いを知り、尊重し合うことが大切です。
　おとなもこどもも関係なく、みんなが身近な福祉に関する知識や理解を深め、共に生きる力を育めるよう
大田区社協はさまざまな取組を行っています。今号では「福祉学習」と「権利擁護支援」の取組についてご紹介します。

 〜お互いを認めあい  
　　  誰もが自分らしく  
　　　  暮らせるまちを目指して〜

　田園調布せせらぎ館のイベント「せせらぎfes2025＆
マルシェ」で「対話型福祉体験」を実施しました。妊婦体
験と高齢者疑似体験を通して、身体の動きにくさ等を体
験した後、対話型ワークショップを行っている宮田さん
（※ケアデザイナー）を講師に迎え、参加者同士で体験の
感想や「もし、身近な人が同じ状況だったらどうする
か？」について話し合いました。
　参加者からは「道で困っている人がいたら声をかけた
いと思った」「本人が何を手伝ってほしいかを想像し、実際
に聞くことが大事だと分かった」等の意見がありました。

田園調布せせらぎ館
での取組

ってなんだろう？ふ く し『ふだんの くらしの しあわせ』

権利擁護サポーター権利擁護サポーター
　「意思決定支援」という言葉を聞いたことが
ありますか？
　「意思決定支援」とは、認知症や障がい等に
よって、一人で重要な判断をすることや、決め
ることに不安がある方に対し、本人の意向が反映され、自分らしい
生活を送ることができるよう支援することです。
　権利擁護サポーターは、認知症や障がいに対する理解を深めると
ともに「意思決定支援」の基本的な考え方やサポートのポイントを
学ぶことで、家族や身近な人のちょっとした変化に気づくことがで
きます。大切な人への気づきが、友人や隣人、そして地域へ広がるこ
とで、誰もが安心して暮らせるまちを目指しています。

　矢口地区・蒲田東地区では、高齢の方や身体に障がいのある方の日常の動作を擬似体験しました。
　普段は当たり前にできることが難しくなり「今は支える立場の自分も、いずれは支えが必要
になることがある」という気づきが生まれました。振り返りの場では「自分ができること」を
話し合う場面や「この体験を若い人たちにも知ってもらえたら」という声が上がりました。
　体験を通して得た気づきを今後の活動に活かし、次の世代へ伝えていこうとする姿
は、地域に思いやりの輪を広げています。

～年間を通じて地域のみなさんとこどもたちの考える力を育てています～

～文化施設で体験の機会と
　新たな手法での学習に挑戦しました～

西谷さん
令和6年度修了

権利擁護サポーター

学ぶを
ふくしふくし

市民後見人
（社会貢献型後見人）
市民後見人
（社会貢献型後見人）

　地域共生社会にとって不可欠な「共に生きる」「排除
をしない」共生文化を作るために、学校等教育機関に
留まらず、福祉の関係者や地域の方など、多様な方々
とともに福祉教育の推進を行っています。
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養成講習
！受講者 募 集

※権利擁護サポーター【基礎講習】と
　市民後見人(社会貢献型後見人）【基礎講習】の
　5日間は日程・内容は共通です。

NEW NEW

考える
をふくしふくし

触れる
に

ふくし
ふくし

権利擁護サポーター権利擁護サポーター

　体験だけで終わらな
い、日常生活に活かせる
福祉教育が大切だと思
います。また、文化施設で
取り組むことで、だれで
も気軽に参加できる環
境があることは強みだと
感じています。

　「直接人の役に立つ活動をしたい」と思って受講し
ましたが、結果、自分や家族の今後の生活に必要な
知識そのものでした。どこに相談したらいいか迷う
際、知識があれば適切な窓口で相談ができます。
　また、修了後に始めた地域活動では、「ありがとう」と
言われることが増え、嬉しく感じています。今は１対１
の関わりですが、今後はより多くの人に手助けできる
ような仕組みが広がっていくとよいと思っています。

　4年生の「総合的な学習」の時間では、福祉について学んでいます。地域の方の協力をいただき、手
話・車いす・高齢者などの体験をし、障がいがある方にどのように生活しているかを伺いました。そこ
から自分が知りたい課題を決め「調べ学習」を行いました。みんなが暮らしやすいまちづくりを実現で
きるように、今は学習したことをたくさんの方に知ってもらうための新聞を作っています。

高橋先生▲

▲調べ学習の様子 ▲ユニバーサルデザインと福祉ってなに？

▲振り返りワークショップ

▲妊婦体験

西六郷小学校での取組

［問合先］ 大田区福祉管理課調整担当  
TEL: 03-5744-1244

10月14日～受付開始

民生委員・児童委員の取組
～おとなも体験・学習しています～

※福祉教育推進員は、全国ボランティア・市民活動振
興センターが開催する「福祉教育推進員養成研修」を
修了した者です。

　こどもたちは、これから様々な人と
出会い関わっていきます。自分の思い
とは合わない人もいるかもしれませ
ん。そんなとき、この学習で学んだ
様々な立場の方がいることを思い出
し、その人の背景や思いを考え、やさ
しい気持ちで接することができると
いいなと考えています。

田園調布元気シニア
プロジェクトメンバー/
田園調布せせらぎ館
黒崎さん

　養成講習を受講して、本人の権利や尊厳の捉え方を改めて
考える機会が多くなりました。家族や自分のことも別の側面
や視点から考えることができるようになり「自身の漠然とした
将来の不安が減った」と感じます。
　また、「自分の意思決定も家族に任せっきりではいけない」
と考えるようになりました。講習でできた仲間の存在は今も
よい刺激になっています。

成年後見制度に
ついて

※ケアデザイナー・・・心理的安全性（心の余白）を探求し、
ケアにもう一つの選択肢を生み出すべく活動している。

大田区社協に
福祉教育推進員がいます！

詳しくはこちらから⬆

今年度から「市民後見人」の養成だけではなく、
さまざまな地域活動で幅広い活躍が期待される
「権利擁護サポーター」向けのコース
を新設しました！

福祉に対する理解を深める

福祉に対する理解を深める 地域を支えるちからに！おと
なも！

こども
も！地

域ぐるみ
で！

～権利擁護の視点から～

～福祉
学習の取組

～

〜養成講習修了者の声〜

広 告 広 告
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広 告

　皆さんは「Cleanup＆Coffee Club（以下CCC）」を知っていますか。CCC
は、ごみ拾いとその後のコーヒータイムを通じて、地域住民同士のつながりを

つくることを目的とした活動です。一緒に
作業することで生まれるコミュニケーショ
ンを大切にしています。
　今回ご紹介する永池さんは、池上地区
でこの活動をしています。「CCCの活動
が日常生活に溶け込んだ風景をつくりた
い」と話す永池さん。ごみ拾い中に地域
の方々からかけられる「ごくろうさま」とい
う温かな声が、活動の原動力になってい
るそうです。

▲令和7年7月 CCCの活動後の集合写真
（池上五丁目公園）

▲永池　亮さん（42歳）

　永池さんは、こどもを取り巻く社会の変化に関心
があり、以前は大田区社協の「ほほえみごはん事業」
（※）でサポーターとしても活動されていました。最
近は、こどもたちが集まる駄菓子屋を商店街で開こ
うと模索中。「こどもの居場所づくりから、商店街の
活性化や地域の自然な見守りに繋げていきたい」と
今後の展望も語ってくれました。
　地域住民とのつながりを大切に活動されている永池さんは地域で自慢の人
です。
（※）子育て世帯に地域のボランティアが食料品と地域の情報を月１回お届け
します。ゆるやかにつながりながら地域の子育てを見守る事業です。

地域福祉コーディネーター（地域福祉Co）が出会った「地域で自慢の人」を紹介します。

地域の方とのつながりが活動の原動力にvol. 2地域で自慢の人地域福祉Co
コラム

【問合先】東京都共同募金会 大田区協力会事務局
               庶務･計画担当　 TEL:03-3736-202１

障害者就労移行・継続支援施設、地域活動支援センター、放課後等デイサービス、
グループホーム、障害者団体、保育所等

エアコン、洗濯乾燥機、冷蔵庫、電子レンジ、折りたたみテーブル・
イス、温水洗浄便座、床材張り替え等

研修・
講習会等

物品購入・
小規模修理等

　赤い羽根共同募金運動は、東京都共同募金会が主催し、大田区協力会
（大田区社協内に事務局を設置）が実施主体となっております。
　毎年、10月を中心に自治会・町会、関係団体等に募金活動にご協力いた
だいております。募金は任意です。皆さまのあたたかいご協力をお願いいた
します。
　大田区で集められた募金総額の最大65％が、翌年度区内の
福祉施設・団体に配分され、残りは全都的な配分等に役立てられ
ます。
　令和７年度は50の施設・団体に配分されました。

社会生活訓練、社会適応宿泊訓練、研修事業等（団体行動でルール
やマナーを学ぶ、一人では外出が難しい利用者や他者との外出の
機会がない利用者への機会の提供等）

昨年度の募金実績３１,５６０,９７６円

詳細はこちら⬆

配分施設等

配分対象事業

赤い羽根共同募金への
ご協力をお願いいたします赤い羽根

共同募金

令和7年6月16日～令和7年8月20日

中野　美香
ダイドードリンコ株式会社

5,000
7,711

成友興業株式会社
株式会社伊藤園東京大田支店

7,861
73,350
20,000塩川　悦男

ダイドーアサヒベンディング株式会社
(鵬図商事㈱ 設置自販機手数料分) 6,310

宮澤　勇 3,000
藤原　静子 10,000
三和電業株式会社 90,000

お名前（順不同・敬称略） 金額（円）

川村　勲 12,000
株式会社ケアサービス 33,344
匿名　３件 233,716

あたたかいご寄附をありがとうございました

おおた地域共生ボランティアセンター

ボランティアのつどい２０２５

12月14日（日）
13時30分～16時00分
場所：大田区民ホール

アプリコ小ホール
品川児童相談所フォスタリング機関 
TEL:03-4330-7255

問合先：

のお知らせ
「養育家庭（里親）体験発表会」

フォスタリング機関六踏園
〒140-0001 東京都品川区北品川3-7-21
TEL:03-4330-7255
      （東京都品川児童相談所）

養育体験発表会・開催日時

中島   寿美

　今年も１０月から「赤い羽根共同募
金」が始まります。共同募金は、戦後
間もない昭和２２年に始まり、戦後復
興の一助として、当初は被災した福
祉施設を中心に支援が行われました。その後、社
会が変化する中、誰もが住み慣れた地域で安心
して暮らすことができるよう、地域福祉の課題解
決に取り組む民間団体を応援するしくみとして続
いてまいりました。
　自治会・町会、そして関係団体の皆様には、「身
近な地域の福祉活動を応援する取組み」として
毎年多くのご協力をいただいているところです
が、今年度につきましても引き続きお力添えいた
だきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

大田区社会福祉協議会会長コラム

 皆さんと共に交流を深めながら学びあい、地域
のささえあいの輪を広げていきたいと思います。
ボランティア活動の魅力も発信します。現在すで
に活動をされている方はもちろん「どんな活動が
あるかわからない」「これから一歩を踏み出した
い」という方も大歓迎です。多くの方のご参加を
お待ちしています。

「つながる　広がる　ボランティアの力～ささえあいのその先へ～」

日　時　令和7年12月13日（土）13時30分～16時30分
会　場　大森北四丁目複合施設  「スマイル大森」  地下2階 多目的室
　    　 （大森北4-6-7）
対　象　大田区在住・在学・在勤の方

①講演「つながりサポーター養成講座」

申込方法

内　容

12月6日までにGoogleフォームか
氏名・連絡先を記入の上、FAX:03-3736-5590
にて申込み　
おおた地域共生ボランティアセンター  TEL:03-3736-5555問合先

里親制度に関するご相談はこちらまで

１０月１１月は
  里親月間です。

Roku-foS公式キャラクター

　

一般社団法人日本産業カウンセラー協会  
中部支部  社会貢献事業部  プロジェクトリーダー

②おおた地域共生ボランティアセンターの活動報告
③交流会

講師  清水 達也 氏

▲申し込みフォーム
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